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水 稲 の 生 育 ・ 収 量 に 果 た す ケ イ 酸 の 役 割

第 18 報 　 沖 積 土 壌 の 鉱 物 組 成 と ケ イ 酸 供 給 力
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【 研 究 の 目 的 】 水 稲 の 吸 収 す る ケ イ 酸 の 約 50% 以 上 が 土

壌 由 来 で あ り 、 演 者 ら は 前 報 ま で に 土 壌 の ケ イ 酸 供 給 力

に つ い て 検 討 し て き た 。 そ の 結 果 、 沖 積 水 田 土 条 の ケ イ

酸 供 給 力 は 、 同 一 母 材 の 河 川 流 域 で は 土 性 に 影 響 さ れ 、

母 材 が 異 な る 河 川 が 混 在 す る 流 域 で は 土 性 と の 関 係 が 認

め ら れ な い こ と を 報 告 し た 。 こ の こ と は 、 母 材 が 異 な る

場 合 、 鉱 物 組 成 が ケ イ 酸 供 給 力 に 影 響 す る こ と を 示 唆 す

る 。 一 般 に 鉱 物 の 溶 解 に は 結 晶 質 と 非 晶 質 の 違 い 、 鉱 物

種 の 違 い と 関 係 す す る が 、 土 壌 の 鉱 物 組 成 と ケ イ 酸 供 給

力 に つ い て 詳 細 な 検 討 は さ れ て い な い 。 そ こ で 、 各 粒 径

画 分 の 結 晶 質 鉱 物 、 非 晶 質 鉱 物 の 化 学 組 成 と 土 壌 の ケ イ

酸 供 給 力 の 関 係 に つ い て 検 討 し た 。

【 材 料 と 方 法 】 ： 〈 供 試 土 壌 〉 ： 庄 内 平 野 の 沖 積 水 田 土

壌  51 点 、 〈 分 析 項 目 〉 ： 可 給 態 ケ イ 酸 ( 中 性 リ ン 酸 緩

衝 液 法 ) 、 粘 土 鉱 物 組 成 (X 線 回 折 ) 、 各 粒 径 画 分 の 化 学

組 成 ( フ ッ 化 水 素 酸 分 解 法 ) 、 非 晶 質 鉱 物 の 化 学 組 成

( 酸 性 シ ュ ウ 酸 塩 溶 解 法 )
【 結 果 】 ① 供 試 土 壌 は 主 要 粘 土 鉱 物 を ス メ ク タ イ ト と す

る グ ル ー プ (A) と 、 ス メ ク タ イ ト と ク ロ ラ イ ト と す る グ ル

ー プ (B) に 分 け ら れ た 。 可 給 態 ケ イ 酸 量 は A グ ル ー プ で B
グ ル ー プ よ り 大 き か っ た 。 ま た 、 粘 土 画 分 の ケ イ バ ン 比

× 粘 土 含 量 の 値 と 可 給 態 ケ イ 酸 量 と の 間 に は 相 関 関 係 が

認 め ら れ た 。 ② 土 壌 の 可 給 態 ケ イ 酸 量 は シ ル ト 画 分 の

Ca、 Mg 量 と 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 し か し 、 細 砂 画 分 で

は い ず れ の 元 素 量 と の 間 に も 有 意 な 相 関 は 認 め ら れ な か

っ た 。 ③ 非 晶 質 Al、 Fe お よ び Si 含 量 と 可 給 態 ケ イ 酸 量 の

間 に は 各 々 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 ④ 可 給 態 ケ イ 酸 量 と

の 間 の 相 関 係 数 は 、 粘 土 や シ ル ト の 結 晶 質 鉱 物 よ り も 非

晶 質 鉱 物 で 高 か っ た 。



　 以 上 の こ と か ら 、 庄 内 平 野 に お い て は 非 晶 質 鉱 物 含 量

ケ イ バ ン 比 の 高 い 粘 土 鉱 物 の 含 量 、 Mg,Ca に 富 ん だ シ ル ト

の 含 量 が 多 い 土 壌 ほ ど 、 ケ イ 酸 供 給 力 が 高 い こ と が 明 ら

か と な っ た 。


